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今から生きがいを見つけることです

　生きがいのある人生を過ごすためには、余暇をいかに活用するかがポイント

になると思うのです。毎日、目的もなくブラブラしていると頭も体も退化する

だけですから、年を取っても家族や地域の人から愛される年寄りになりたいで

すね。それには、今のうちから地域活動やサータル活動に積極的に参加し、知

る喜び、学ぶ喜びを見つけることですか。そのことが生きがいにつながるのか

もしれませんね。

　　　　　　　　　　　　　　　　若月国彦さん（新座1・会社員）
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自分なりの老後を考えることですね

　子どもが減少し、老人人口が増加するに従い、将来一人が何人もお世話をし

なければならない時が、すぐそこに来ています。社会構造が変わってきたから

でしょうか。

　今はお年寄りが一番幸せな時期かもしれません。これからだんだん老人福祉

制度などが厳しさを増して来ると思います。若いうちから自分なりに老後を健

やかに暮らせるように考えていくことが大切ですね。

　　　　　　　　　　　　　　　小海美佐・子さん（北新田2．調理師）
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老後に備え趣味をつくることですか

体も健康でボケになρ）ない老人が理想ですけど、先のことはわかりません。

だれもが迎える高齢化をあまり難しく考えないで老後に備え、進んで趣味をつ

くり、たくさんの友達を増やすことだと思います。

　そして、社会生活を営む上で子どもから老人までが、みんな仲よくするのが

お年寄りにとって最高の幸せかもしれません。いつまでも自分自身が若くあり

たい気持ちは、いつになっても同じですよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　小林昌平さん（水ロ・農業）
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お年寄りとのふれあいがいいですね

　8月に町内の高齢者の実態調査をさせていただきました。その結果、65歳以

上のお年寄りが約30人いました。中には80歳になっても元気で働いている人も

いれば、病気で不幸にして動けない人もいます。

　そもそも新興住宅地でありませんから若い人からお年寄りまでの年代のバラ

ンスが実によくとれて生活環境がいいですよ。昔からお年寄りとのコミュニケ

ーションがよくて結束力が強いのもそんなことからでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　本田雅子さん（本町1上・主婦）
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寵Dっ分
あなたの「老後」は今からはじまっています
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九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
。
長
年
に
わ
た
り
社
会
に

貢
献
さ
れ
た
お
年
寄
り
を
敬
っ
て
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
…
…
」
と

声
を
か
け
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。
若
い
あ
な
た
も
い
つ
か
は
必
ず

お
年
寄
り
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
表
紙
は
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
意
見
を
、
二
、
三
撚
、
は
高
齢
化
の
状
況
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

高
齢
化
は
全
国
や

　
　
　
新
潟
県
よ
り
高
い

　
社
会
の
高
齢
化
は
寿
命
の
延
長
と
出

生
率
の
低
下
と
い
う
二
つ
の
原
因
に
よ

っ
て
進
み
ま
す
。
わ
が
国
の
平
均
寿
命

は
、
昭
和
三
十
年
に
入
っ
て
か
ら
急
速

に
伸
び
は
じ
め
、
六
十
三
年
に
は
男
性

七
十
五
・
六
歳
、
女
性
八
十
・
四
歳
に

な
り
ま
し
た
。
つ
い
に
世
界
最
高
の
長

寿
国
に
な
り
、
今
後
も
さ
ら
に
平
均
寿

命
は
伸
び
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
全
国
の
六
十
五
歳
以
上
（
以
後
高
齢

人
口
と
呼
ぶ
）
の
人
口
は
、
現
在
総
人

口
の
一
一
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
グ
ラ

フ
で
示
す
よ
う
に
五
十
年
に
七
・
九
％

で
す
か
ら
一
二
・
二
％
も
伸
び
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
は
、
六
十
三
年
の
県
統
計
課

の
調
査
だ
と
一
四
％
を
占
め
、
全
国
よ

り
も
二
・
九
％
上
回
っ
て
い
ま
す
の
で

高
齢
化
は
か
な
り
進
ん
で
い
ま
す
。

　
当
市
は
、
は
る
か
に
多
い
一
四
・
七

％
と
そ
の
率
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
高
齢
人
口
は
、
六
十
三
年
四
月

現
在
、
六
千
九
百
三
人
で
市
民
約
七
人

に
一
人
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
高
齢
人
口
が
六
千
三
百
八
十
人
、

男
子
は
、
二
千
五
百
九
十
一
人
に
対
し

女
子
は
、
三
千
七
百
八
十
九
人
で
す
か

ら
男
女
の
割
合
は
四
対
六
と
な
り
、
数

字
の
上
で
女
性
上
位
が
表
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
も
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ

て
女
性
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
二
は
、
高
齢
化
に
も
地
域
差
が
あ

り
ま
す
。
主
に
若
い
人
が
流
出
す
る
地

域
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
新
興
住
宅
地

で
は
緩
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
み
て
も
高
齢
化
の
ス
ピ

ー
ド
が
速
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

長
い
間
の
経
験
と

　
　
　
知
識
を
生
か
そ
う

高
齢
化
社
会
は
、
こ
れ
か
ら
で
は
な
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く
も
う
来
て
い
る
の
で
す
か
ら
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ

に
は
、
ま
ず
社
会
基
盤
の
充
実
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行
政
で
取
り

組
む
老
人
福
祉
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

家
族
や
地
域
の
役
割
こ
そ
欠
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
お
互
い
に
助
け
合
い
の

心
を
持
つ
こ
と
が
何
よ
り
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
家
庭

の
役
割
や
社
会
へ
の
参
加
が
減
少
し
が

ち
で
す
が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
豊

富
な
経
験
と
知
識
を
生
か
し
、
い
つ
ま

で
も
「
社
会
は
自
分
が
必
要
な
ん
だ
」

と
い
う
自
覚
で
、
老
後
は
楽
し
く
暮
ら

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
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高
齢
人
口
に
は

　
　
二
つ
の
特
色
が
あ
る

　
こ
の
よ
う
に
高
齢
人
口
の
割
合
が
高

く
な
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
い
く
つ
か

の
重
要
な
特
色
を
持
っ
て
い
ま
す
。
第

一
は
、
男
子
高
齢
人
口
と
比
べ
て
女
子

高
齢
人
口
が
著
し
く
増
え
て
い
ま
す
。

六
十
年
の
国
勢
調
査
の
状
況
を
み
て
み

ま
す
と
、
総
人
口
四
万
八
千
五
人
の
中

65歳以上人ロと高齢化比率の推移

　r＿　　　　　　　 6，903人

國国
馨

全
新
相

6，380人

5，669人

5，060人

昭和50年　　55　　　　60　　　　63

資　料

昭和45年～60年は「国勢調査」

昭和63年は「県統計課の推計人口」と

「総務庁統計局の推計人口」

（千人）
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お
年
寄
り
と
若
い
人
は
助
け
合
う

　
　
温
婦

　
子
注

房
鴫

．
崎
醜

馨
松
ω

　
私
は
神
戸
市
、
主
人
は
会
津
若
松
の

出
身
で
す
。
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
町
に

な
ぜ
若
い
人
が
い
な
く
な
る
の
。
高
齢

化
が
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
　
「
お
年
寄

り
は
若
い
人
に
迷
惑
を
か
け
る
な
」
と

耳
に
し
ま
す
が
、
助
け
合
う
こ
と
が
大

切
な
ん
で
す
よ
ね
。

健
康
と
家
族
の
関
係
が
い
い
こ
と

丸山栄一さん
（稲葉・保育園長）

　
友
達
が
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
日
ご
ろ

か
ら
健
康
に
注
意
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
、
働
い
て
大
好
き
な
詩
吟
や
俳
句

を
や
っ
て
長
生
き
し
た
い
で
す
。
お
年

寄
り
の
ほ
ん
と
う
の
喜
び
は
健
康
と
家

族
の
関
係
が
い
い
こ
と
で
す
ね
。
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すします

宮沢愛子さん
　（本町6－3）

家族になった気持ち

　「家族とともに毎日

を過ごしたい」このこ

とが、寝たきりの人た

ちの願望でしょうね。

家族になった気持ちで

介護しています。

楽しみと喜びがわく

　私たちが、かかわる

時間はわずかですが、

皆さんが楽しみに待っ

ていてとても喜んでい

ます。勉強になること

がたくさんあります。

駄
≧

懇
懲

葉葺恵子さん
　（土市1）

庭野春子さん　い
　　　（峠）　　　か

　　　　　　　　り少しでも心の支えに

　どこまで入り込んで

いいのか迷うことがあ

ります。相手の身にな

って少しでも心の支え

になればと思います。

精神的な不安材料が

　介護をしているお年

寄りを見ていると精神

的な不安で毎日を送っ

ているようです。今後

も温かい気持ちで接し

たいと思います。
徳永博子さん
　　（船坂）

阿部ハルさん
　　　（北原）

たくさん学ぶことが

　たくさんのお年寄り

と話し合う機会に恵ま

れ、その豊富な経験か

ら学ぶことが多く、こ

れから役立てたいです。

この道候勧っか1来る迄

鐙長寿番付1欝響騰泌欝華宥
〔東〕 寿 〔西〕

徳永吉太郎さん（鴨制，i篇後） 横　綱 市村トヨさん（職畷、）

根津ミヤさん（器設・踊轟，，） 大　関 高野駄郎さん（羅・11論1）

星名フミさん（羅㌔27生町） 関　脇 村山丑太郎さん（羅涛5生中）

宮澤トラさん（羅膿1） 小　結 上村輿作さん（躍篇2生雲）

春日輿作さん（羅隔2生沢） 前頭1 関・トシさん（羅㌔縮、）

数藤コメさん（羅馬繁3） 同　2
宮澤ハルさん（黒護・1礎、）

保坂クニさん（累護・11由10生尾）
同　3 橋本モトさん（蕪噺19生水）

徳永マサさん（撒聾轟，） 同　4 関・あきさん（撒叢，）

金井虎之助さん（撒繁、） 同　5
中町周衛さん（器龍・1％28生永）

桑原市太郎さん（撒購町3） 同　6 関野イクさん（撒糟町）

長谷川シウさん（撒腺23生口）
同　7

う
ち
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
！
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
！

金沢ヨ　シさん（63歳）＿
　　　　、　　　　　新呂1　　みどりちゃん（11歳）

若
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
い
て
ね

　
う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
毎
日
私

が
植
え
た
花
の
草
と
り
や
消
毒
を
し
て

く
れ
ま
す
。
と
っ
て
も
や
さ
し
い
で
す
。

大
き
く
な
っ
た
ら
、
何
で
も
し
て
あ
げ

る
か
ら
、
お
小
遣
い
を
た
く
さ
ん
く
だ

さ
い
ね
。
用
が
あ
っ
た
ら
、
私
に
言
っ

て
ね
。
い
つ
ま
で
も
若
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
い
て
く
だ
さ
い
。

池田幸策さん（63歳）
　　　　　　　焼野　　友幸くん（11歳）

無
理
を
し
な
い
で
頑
張
っ
て
よ

　
ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
柏
崎
の

原
発
で
働
い
て
い
ま
す
。
ぼ
く
の
寝
て

い
る
間
に
出
勤
し
て
、
夕
方
は
八
時
ご

ろ
帰
っ
て
き
ま
す
。
日
曜
日
は
魚
と
り

な
ど
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
す
。
好

き
な
お
酒
を
飲
ん
だ
り
タ
バ
コ
を
吸
っ

で
い
ま
す
。
飲
み
す
ぎ
や
吸
い
す
ざ
に

一
注
意
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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敬
老
祝
金
品
の
支
給

　
八
十
歳
～
八
十
九
歳
に
な
る
人
に
四

千
円
、
九
十
歳
以
上
に
な
る
人
に
五
千

円
を
支
給
。
ま
た
七
十
七
歳
、
八
十
八

歳
に
な
る
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　
金
婚
夫
婦
お
祝
品
の
支
給

　
金
婚
式
（
結
婚
後
五
十
年
目
の
お
祝
）

を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
に
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

寝
た
き
り
老
人
見
舞
金

　
一
年
以
上
寝
た
き
り
の
人
に
毎
月
三

千
円
の
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。
た
だ

し
、
入
院
し
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

　
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄

り
が
い
る
家
庭
を
定
期
的
に
訪
問
し
、

身
の
回
り
の
お
世
話
を
し
ま
す
。
利
用

者
負
担
が
あ
り
ま
す
。

　
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
で
寝
た
き

り
に
な
り
、
家
庭
で
の
入
浴
が
困
難
な

場
合
、
入
浴
乾
燥
車
に
よ
る
入
浴
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
日
常
生
活
用
具
の
給
付

　
寝
た
き
り
老
人
等
の
日
常
生
活
の
た

め
に
、
エ
ア
ー
マ
ッ
ト
、
ギ
ャ
ジ
ベ
ッ

ト
な
ど
を
貸
与
し
ま
す
。
た
だ
し
、
低
所

得
者
の
世
帯
に
限
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
事
務
所
社

会
係
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内
線
燭
）
へ
。
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上

持別養護老入ホ：一ム

　地域の期待を集めてオープンした三好園が早いもので開所

　5ヵ月を迎えました。そこで8月30日から31日までの24時間

の表情や動きを追ってみました。

㊤
引
き
継
ぎ
ー
入
所
者
の
生
命
に
か

か
わ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
大
変
で
す
。

夜
勤
者
か
ら
日
勤
者
に
申
し
送
り
事
項

に
も
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
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甑
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（
①
お
む
つ
交
換
－
身
動
き
が
で
き
な

く
、
お
む
つ
を
当
て
て
い
る
人
に
一
日

平
均
九
回
ぐ
ら
い
換
え
ま
す
。
お
む
つ

換
え
は
昼
も
夜
も
あ
り
ま
せ
ん
。午前9時30分　おば

あちゃん！ぬれたら

すぐ換えますからね

（
㊥
お
茶
ー
お
年
寄
り
は
、
適
度
に
水

分
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
日
二

回
、
お
茶
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。午前10時　皆さんが

楽しみに待っている

一つなんですよ

㊥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
貴
重
な
存
在
で

す
。
掃
除
・
洗
濯
・
話
し
相
手
・
芝
生

の
手
入
れ
な
ど
、
そ
の
役
割
は
大
き
い
。

午前10時　周囲の人が日常さ

りげなくお手伝いすれば…・・

①
昼
食
ー
栄
養
士
が
献
立
を
考
え
、

調
理
員
が
心
を
こ
め
て
作
り
ま
す
。
ベ

ッ
ト
で
食
事
を
す
る
人
も
い
ま
す
。

正午　一堂に会して集う
ことは「対話」と「、ヨ・れあ

い」が生まれますね

張
り
合
い
の
あ
る
生
活
を

職
鐵
難
嚢
懲
懸
羅

半間マチさん
　（高田町2）

　
”
ご
め
ん
ね
、
お
む
つ
見
せ
て
く
れ

る
、
あ
り
が
と
う
”
と
声
を
か
け
な
が

ら
交
換
し
て
い
ま
す
。
反
対
に
“
あ
り

が
と
う
”
な
ん
て
言
わ
れ
る
と
申
し
訳

な
く
て
…
。
私
た
ち
に
す
べ
て
任
せ
て

く
れ
る
皆
さ
ん
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

毎
日
、
張
り
合
い
の
あ
る
生
活
を
送
れ

た
ら
職
員
一
同
こ
れ
に
勝
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。

欝
⑱
㊨
⑳
㊨
㊨
＠
㊨
㊨
㊨

㊤
入
浴
　
　
入
所
者
は
、
お
風
呂
が
大

好
き
で
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
特
別

浴
と
一
般
浴
が
週
二
回
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
￥
」午後2時　　「気分はいかがです力

限られた時問内に職員は汗だく

τ
∀
回
診
　
　
病
気
が
ち
の
お
年
寄
り
で

ろ
イ
ト
ま

す
か
ら
健
康
維
持
の
た
め
、
毎
日
近
く

の
山
口
誠
士
先
生
が
診
察
に
来
て
い
ま

す
。
　
「
お
元
気
で
す
か
」
の
声
を
忘
れ

ず
に
回
診
し
ま
す
。
三
好
園
の
看
護
婦

は
、
先
生
か
ら
一
人
ひ
と
り
の
診
察
結

果
の
説
明
を
受
け
て
看
護
に
当
た
り
ま

す
。

　
　
　
は
し

　
　
時
き
押

　
　
午
悪
ン

・
↑
リ
ハ
ビ
リ
　
　
体
の
機
能
を
低
下
さ

ズ
イ
ヌ

せ
な
い
た
め
に
リ
ハ
ビ
リ
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
ゆ

午後3時30分　　「頑

張って！よくなって

きたぞ！」
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やシ

引
き
継
ぎ
　
　
日
勤
者
か
ら
夜
勤
者

イ
ト
とに

申
し
送
ら
れ
ま
す
。

「何か変わったことはありませんか」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

㊥
記
録
－
入
所
者
を
お
世
話
す
る
上

で
毎
日
の
記
録
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
合

間
を
ぬ
っ
て
重
要
事
項
な
ど
必
ず
残
し

　
て
お
き
ま
す
。

午後4時30分　入所してきた時か
ら、ずっと記録しています。

①
移
動
介
助
　
　
食
事
の
前
後
な
ど
一

人
で
動
け
な
い
人
に
介
助
し
て
い
ま
す
。

午後4時30分～5時　特別な機
械を使っている人はひとりでね

①
タ
食
－
午
後
5
時
で
す
。

㊤
火
気
点
検
・
戸
締
ま
り
　
　
火
災
な

ど
発
生
し
た
ら
大
変
で
す
。
そ
れ
を
防

止
す
る
の
は
、
職
員
に
と
っ
て
重
要
な

使
命
で
す
。

①》消灯・

就
寝
ー
「
三
好
園
」

日
も
無
事
終
わ
る
と
い
い
で
す
が

員
に
と
っ
て
は
こ
れ
か
ら
が
大
変
で
す
。

カ1L　　午後7時　厨房室やボイラー室を
　　の
職一　　点検します

午後9時　周辺はひっそりと中は……

（㊤逮回ー

午
後
1
0
時
か
ら
午
前
5
時

ま
で
一
時
間
ご
と
に
続
け
ら
れ
ま
す
。

麟
灘

ご
案
内
し
ま
す

　
　
　
三
好
園
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
利
用
申
し
込
み
は
、
申
請
書
に
医
師

の
診
断
書
、
確
約
書
（
以
上
社
会
福
祉

事
務
所
に
あ
り
ま
す
）
を
添
え
て
く
だ

さ
い
。

■
対
象
者

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
人
で
虚

弱
等
の
た
め
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に

支
障
の
あ
る
人
－

■
申
し
込
み

　
社
会
福
祉
事
務
所
社
会
係
（
盈
57
－

3
1
1
1
内
線
搦
）
へ
。

区
　
　
分

利用者の負担内訳

基本料

特殊浴

槽等を

利用し

ての入浴

食　事

（昼食）

の提供

施設の

車で送

迎

1回の
負担額

（計）

平　日 　円310 　円200 　円300 　円240 　円1，050

土曜日 310 200 240 750

※平日：午前9時～午後4時、土曜日：午前9時
　～正午、日曜日・祝日は休みます。

8月31日午前1時　体の具合の悪
い人を中心に回りますが、それで

も呼び出しの電話は鳴りっぱなし

⑦
異
常
を
発
見
ー
1
巡
回
中
に
ケ
ガ
を

し
て
い
る
人
を
発
見
。
早
速
、
医
務
室

　
で
手
当
を
受
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
丈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
痛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
ど

（
、
生
起
床
1
き
ょ
う
も
朝
日
が
登
り
ま

ご
　

し
た
。
新
し
い
三
好
園
の
一
日
が
は
じ

　
ま
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
￥

　
　
　
市
で
は
、
十
月
か
ら
特
別
養
護
老
人

　
　
ホ
ー
ム
三
好
園
に
併
設
す
る
デ
ィ
・
サ

道
－
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
在
宅
の
虚

る
弱
老
人
を
対
象
に
自
立
生
活
の
助
長
・

喋
社
会
的
孤
立
感
の
解
消
身
心
機
能
の

め
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

D
ま
た
家
族
の
身
体
的
●
精
神
的
な

融
労
苦
の
軽
婆
図
り
、
通
所
に
よ
る
各

週
種
サ
ー
ビ
ス
を
行
つ
こ
と
に
し
て
い
ま

の
す
。
料
金
は
材
料
費
等
実
費
程
度
（
別

こ
表
）
で
す
．

（別表）

倦
⑭
㊨
⑳
㊨
㊨
③
㊨
㊨
㊨

自
然
な
気
符
ち
で
接
す
る

尾身博隆さん
　　（下条本町）

午前6時30分　　「おはよ

うございます」と一日ガ

　
こ
の
仕
事
に
就
い
て
五
ヵ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
一
人
前
に
な
る
に
は
ほ
ど

遠
い
よ
う
で
す
。
お
年
寄
り
に
は
、
自

然
な
気
持
ち
で
接
し
、
負
担
を
感
じ
さ

せ
な
い
介
護
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
明
る
く
楽
し
い
施

設
に
な
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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年
間
商
品
販
売
額
は
6
0
億
円
の
減

　
年
問
商
品
販
売
額
（
昭
和
62
年
6
月
1
日
～
昭
和
6
3
年
5
月
31
日
）
は
、
卸
売
業
が
対
前
回
比

一
一
．
七
％
の
減
、
小
売
業
は
九
・
七
％
の
増
、
全
体
で
は
四
・
七
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
繊
維
品
卸
売
業
は
一
七
七
億
円
（
三
〇
・
一
％
）
の
減
少
と
、
深
刻
な
調
査
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
六
月
一
日
現
在
で
行
わ
　
　
　
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
上
回
り
ま
し
た
が
、

れ
た
、
商
業
統
計
調
査
の
結
果
　
　
　
全
体
で
は
、
商
店
数
、
従
業

（
概
数
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
　
　
者
数
、
売
場
面
積
と
も
前
回
を

昭和63年商業統計調査結果表（概数）

商　店　数 従業者数 売場面積 年間商品販売額
昭和
60年

昭和
63年

対前
回比

昭和
60年

昭和
63年

対前
回比

昭和
60年

昭和
63年

対前
回比 昭和60年 昭和63年 対前

回比

総　　　　数 825 848
　％
2．8

　　人
3，907

　　人
4，072

　％
4．2

　　　m署
40，865

　　　m2
46，662

　％
14．2

　　　　　万円
12，848，137

　　　　　万円
12，248，916

　　　％

△4．7

卸売業計 122 129 5．7 1，10！ 1，147 4．2
一 一 一 8，642，031 7，634，705 △11．7

繊維品卸売業 55 55 o 521 448 △14．0
一

㎝　一

一 5，888，627 4，118，385 △30．1

その他の卸売業 67 74 10．4 580 699 20．5 一 皿 一 2，753，404 3，516，320 27．7

小売業計 703 719 2．3 2，806 2，925 4．2 40，865 46，662 14．2’4，206，106 4，614，211 9．7

織物・衣服・身の

回り品小売業
118 140 18．6 420 507 20．7 9，645 9，531 △1．2 569，459 734，043 28．9

飲食料品小売業 266 255 △4．1 968 966 △0．2 16，054 15，720 △2．1 1，549，771 1，636，932 5．6

自動車・自転車

小　売　　業
54 55 1．9 296 304 △2．7 968 1，607 66．O 433，664 613，036 41．4

家具・建具・
じゅう器小売業

81 79 △2．5 306 319 4．2 6，930 11，556 66．8 409，867 515，113 25．7

その他グ）・1・売業 184 190 3．3 816 829 1．6 7，268 8，248 13．5 1，243，345 1，115，087 △10．3

注）昭和63年数値は概数のため、確定数値と異なることがあります。

昭和63年　（概数）

商業統計調査結果

　
　
　
　
　
　
　
　
年
間
商
品

販
売
額
は
前
回
を
下
回
る
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

商
店
数
繋

　
全
体
で
二
三
店
（
二
・
八
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
主
に

今
回
の
調
査
か
ら
新
た
に
無
店

舗
事
業
所
（
訪
問
販
売
、
通
信

販
売
）
と
構
内
事
業
所
が
調
査

の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

従
業
者
数

　
繊
維
品
卸
売
業
で
七
三
人

二
四
・
○
％
）
減
少
し
ま
し
た

が
、
小
売
業
で
無
店
舗
事
業
所

が
調
査
対
象
に
な
っ
た
こ
と
等

に
よ
り
、
織
物
・
衣
服
・
身
の

回
り
品
小
売
業
が
八
七
人
、
そ

の
他
の
卸
売
業
が
一
一
九
人
増

え
、
全
体
で
は
一
六
五
人
（
四

・
二
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
従
業
者
総
数
は
調
査
を
始
め

て
以
来
最
高
と
な
り
、
工
業
を

は
じ
め
と
し
た
第
二
次
産
業
従

事
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、

第
三
次
産
業
の
商
業
へ
の
従
事

が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

売
場
面
積
藩

　
前
回
よ
り
も
大
幅
に
増
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
大
型
店
舗
の

進
出
が
大
き
く
影
響
し
、
特
に
、

家
具
・
建
具
・
じ
ゅ
う
器
小
売

業
が
四
、
六
二
六
平
方
揖
（
六

六
・
八
％
）
増
加
し
た
こ
と
が

注
目
さ
れ
ま
す
。

年
間
商
品
販
売
撫

　
卸
売
業
は
、
繊
維
品
卸
売
業

を
除
い
た
販
売
額
が
約
七
六
億

円
（
二
七
・
七
％
）
と
大
幅
に

増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

繊
維
品
卸
売
業
が
約
一
七
七
億

円
（
三
〇
・
一
％
）
の
減
少
で
、

全
体
と
し
て
大
き
な
落
ち
込
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
場
産
業

で
あ
る
織
物
業
の
不
振
が
販
売

額
の
数
字
に
も
は
っ
き
り
と
表

れ
て
い
ま
す
。

　
小
売
業
全
体
で
は
約
四
一
億

円
（
九
・
七
％
）
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
、
自
動
車
・
自

転
車
小
売
業
、
織
物
・
衣
服
・

身
の
回
り
品
小
売
業
、
家
具
・

建
具
・
じ
ゅ
う
器
小
売
業
が
大

き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

　
卸
売
業
、
小
売
業
を
合
わ
せ

る
と
約
六
〇
億
円
（
四
・
七
％
）

の
減
少
で
す
が
、
繊
維
品
卸
売

業
を
除
く
と
一
一
七
億
円
（
一

六
・
八
％
）
の
増
加
で
、
当
市

の
商
業
活
動
は
、
織
物
業
が
鍵

を
握
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

“豊かな住生活への道しるべ、

　10月1日はもうすぐです。住宅統計調査にこ協力を

磯i職
◎　　需　　　　　！、◎あ

㌧

：■0貫

1伝

　鰐灘紹
　　　　　◎（◎1
　㌧

昭和63年住宅統計調査
　お間い合わせは、

　　　総務課文書広報係（盈57－3111）へ。

　10月1日現在で住宅統計調査が実施されます。

この調査は、　感住宅の国勢調査、、ともいわれる大

規模な調査で、私たちの生活の基盤である住宅の

状況を明らかにするとともに、国や県・市の住宅

建設計画、都市計画、環境整備計画などの立案の

ための資料として広く利用されます。

　調査対象となる世帯は、市内約12，000世帯のう

ち約2，300世帯となっています。

査欝藷論諜霧燃煽遡¢
お願いします。

　なお、調査した事項は、統計を作るためだけに

使用し、その他の目的には一切使用しません。
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み
ん
な
で
楽
し
め
る
ま
つ
り
に
〃
　
第
4
0
回
雪
ま
つ
り

　
　
　
『
本
部
』
『
企
画
』
「
記
念
誌
』
各
委
員
会
が
始
動

　
第
四
十
回
記
念
と
い
う
節
目

を
迎
え
る
雪
ま
つ
り
は
、
来
年

二
月
十
・
十
一
・
十
二
日
に
行

わ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
に

協
力
い
た
だ
い
た
「
ア
ン
ケ
ー

ト
」
や
「
雪
ま
つ
り
懇
談
会
」
の

意
見
等
を
参
考
に
、
本
部
委
員

会
（
近
藤
助
役
委
員
長
）
を
六
月

か
ら
二
回
開
催
。
さ
ら
に
企
画

委
員
会
（
三
輪
満
雄
委
員
長
）

と
記
念
誌
編
集
委
員
会
（
野
本

郁
太
郎
委
員
長
）
を
設
置
し
て
、

本
格
的
に
始
動
し
て
い
ま
す
。

「39回雪まつり」決算を報告します

　第39回雪まつりの決算（決算期間：62年9月1日～63年

4月30日）報告をします。収入5，760万7，769円、支出5，760

万0，498円となり、差し引き7，271円が繰り越されます。第

40回雪まつりは来年2月10、11、12日、準備を進めていま

す。来年もご協力ください。

　
企
画
委
員
会
は
す
で
に
二
回

の
全
体
会
議
を
開
き
、
具
体
的

な
企
画
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
記
念
誌
委
員
会

も
、
編
集
方
針
や
紙
面
構
成
な

ど
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
四
十
回
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

こ
の
歴
史
あ
る
ま
つ
り
を
「
市

民
が
楽
し
む
」
　
「
来
訪
者
も
楽

し
ま
せ
る
」
　
「
雪
と
き
も
の
の

ま
ち
を
宣
伝
す
る
」
　
「
経
済
効

果
の
あ
る
も
の
」
な
ど
の
点
か

ら
検
討
を
重
ね
、
企
画
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。

■
企
画
委
員
会
…
…
阿
部
武
市
、

飯
塚
信
夫
、
木
内
富
美
子
、

小
宮
山
孝
、
後
藤
和
夫
、
白
川

洋
平
、
関
口
陽
子
、
関
口
純
夫
、

滝
沢
義
家
、
田
村
恭
子
、
中
林

久
明
、
庭
野
茂
美
、
福
島
昇
、

保
坂
英
一
、
三
輪
満
雄

■
－
記
念
誌
編
集
委
員
会
…
…

佐
野
良
吉
、
滝
沢
栄
輔
、
鈴
木

蘭
、
滝
沢
正
晴
、
宇
都
宮
正
人
、

遠
田
誠
也
、
野
本
郁
太
郎

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

項　　園 決算額㈹） 説　　　　明

収
　
　
　
　
　
入

委　　託　　料 19，500，000 市委託料

寄　　付　　金 20，533，500
市外　　6，505，000
市内　14，028，500

負　　担　　金 6，000，000 織物組合より

事　業　収　入 11，198，773 入場券、広告料ほか

雑　　収　　入 86，045 パンフレット、ポスター売り上
げほか

繰　　越　　金 289，451 前回より

計 57，607，769

支
　
　
　
　
　
　
　
　
出

総　　務　　費 5，702，936
会議費、施設借用料、札幌交流費、ミス雪

まつりコンテスト、パネル製作費ほか

企　　画　　費 112，150 企画書ほか

宣伝部会費 4，113，638 パンフレット、ポスター、広告
料、テレビスポットほか

行事部会費 1，401，737 聖火リレー、前夜祭行事、開会
式ほか

ひろば部会費 3，454，254 ひろば保険料、ひろば協賛費ほか

ヵ一ニバル部会費 37，231，922 企画演出費、会場製作費

雪の芸術展部会費 3，652，081 賞品、賞金、看板、写真記録ほか

交通部会費 653，830 協力隊謝礼、交通看板ほか

食品衛生部会費 1，277，950 いっぷく広場、看板ほか

計 57，600，498

　
　
鞠
，

鱈　
癒

、
．
で

蹴
卜

　
』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i将　　　　　　　　　　　ζi：i∈辮i＝きi辮i薯辮：’　　　　　　　　　．＝きi＝i薯辮i＝i∈＝i3iミ：きi：きiホi　　　　．羅．　　鑑。　藩椰講

1ナゾー一ト闇発と

　　地域住民の取り維み

2ヱ眉縣已“まち固

　
郷
土
愛
と
誇
り
が
財
産

　
当
市
が
目
ざ
し
て
い
る
リ
ゾ

ー
ト
開
発
は
、
　
『
半
定
住
型
リ

ゾ
ー
ト
地
』
で
す
。
当
市
に
移

り
住
む
人
、
観
光
で
訪
れ
る
人
、

研
修
や
合
宿
等
で
訪
れ
る
人
、

す
べ
て
の
人
た
ち
が
リ
ゾ
ー
ト

客
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
回
は
、
リ
ゾ
ー
ト
客
を
迎

え
る
に
、
地
域
と
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
ら

よ
い
か
と
い
う
視
点
で
考

え
て
み
ま
す
。

　
多
く
の
人
た
ち
が
、
住

ん
で
い
る
地
域
へ
の
郷
土

愛
、
地
域
に
生
き
る
こ
と

へ
の
誇
り
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が

地
域
の
大
き
な
財
産
と
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

郷
土
愛
と
誇
り
を
持
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
温
か
さ

と
自
信
を
持
っ
て
リ
ゾ
ー
ト
客

を
も
て
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
地
域
観
光
を
目
的

と
す
る
人
に
と
っ
て
も
、
観
光

的
な
魅
力
に
加
え
て
、
違
っ
た

面
で
の
価
値
あ
る
地
域
と
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
は
、

よ
り
大
き
な
観
光
消
費
そ
し

て
来
訪
の
継
続
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
つ
く
り
上
げ
る
雰
囲
気

　
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
成
功
裏
に

進
め
る
た
め
に
、
　
”
地
域
住
民

の
協
力
”
が
大
き
な
鍵
と
な
り

ま
す
。
リ
ゾ
ー
ト
客
は
優
れ
た

資
源
や
施
設
だ
け
で
は
満
足
し

ま
せ
ん
。
そ
の
地
域
な
ら
で
は

の
雰
囲
気
を
求
め
て
い
る
か
ら

で
す
。

　
雰
囲
気
づ
く
り
に
は
人
と
人リゾート客と住民が一緒に…（イメージ図）

と
の
触
れ
合
い
が
大
切
で
す
。

リ
ゾ
ー
ト
地
で
の
地
域
住
民
の

温
か
い
も
て
な
し
、
心
の
サ
ー

ビ
ス
、
人
問
的
な
つ
な
が
り
が
、

「
ま
た
訪
れ
て
み
た
い
」
、
さ

ら
に
は
「
そ
の
地
域
社
会
の
一

員
だ
」
と
思
う
気
持
ち
を
、
リ

ゾ
ー
ト
客
に
も
た
ら
す
の
で
す
。

　
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
、
施
設
づ

く
り
（
ハ
ー
ド
面
）
と
雰
囲
気

づ
く
り
（
ソ
フ
ト
面
）
を
並
行

し
て
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購
灘

　
ソ
フ
ト
が
つ
く
る
魅
力

　
”
地
域
住
民
の
協
力
”
は
押

し
つ
け
で
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

「
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地

域
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い

の
か
」
と
い
う
、
住
民
の
内
か

ら
の
わ
き
起
こ
る
運
動
が
基
本

と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
内
か
ら
の
「
地
域
お
こ

し
」
に
、
地
域
全
体
が
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
リ
ゾ
ー
ト
地

づ
く
り
へ
の
責
任
を
自
覚
し
、

か
つ
地
域
へ
の
誇
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
行
政
は
参
画
す
る
民
間
事
業

者
と
と
も
に
ハ
ー
ド
面
の
整
備

を
進
め
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
の

魅
力
を
つ
く
り
だ
す
の
は
住
民

の
ソ
フ
ト
面
の
整
備
で
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
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女
子
バ
ス
ケ
優
勝
新
潟
県
青
年
大
会

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
・
十
日
町
チ
ー
ム
が
県
青
年
大
会
で
優
勝
し

ま
し
た
。
大
会
は
八
月
二
十
・
二
十
一
日
と
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
で

開
か
れ
、
五
泉
市
（
4
2
1
3
3
）
、
南
魚
沼
郡
（
4
1
－
2
7
）
、
見
附
市
（
4
5

i
4
0
）
を
連
破
し
て
の
優
勝
で
す
。
喜
び
も
つ
か
の
ま
、
今
ま
た
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
日
か
ら
七
日
、
東
京
で
の
全
国
大
会

見事に優勝、みんなで記念撮影

に
向
け
て
猛
練
習
中
で
す
。
「
フ
レ
ー
、

フ
レ
ー
、
女
子
チ
ー
ム
」
。

　
メ
ン
バ
ー
紹
介
（
敬
称
略
）

〈
監
　
督
〉
富
井
茂

〈
コ
ー
チ
〉
井
川
寛
之
、
伊
藤
清

〈
選
　
手
〉
小
川
昌
子
、
五
十
嵐
智
子

宮
由
里
子
、
曽
根
明
美
、
大
渕
博
美

保
坂
友
美
、
相
沢
清
美
、
丸
山
ユ
カ
リ

斉
木
知
美
、
金
井
三
知
恵
、

池
田
真
由
美
、
滝
沢
る
み
子

　
　
ワ
ッ
シ
ョ
ィ
、
ワ
ッ
シ
・
イ
諏
訪
大
祭
子
供
み
こ
し

　
八
月
二
十
五
・
六
・
七
日
は
諏
訪
神
社
大
祭
。
途
中
、
雨
に
た
た
ら
れ

た
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
夜
祭
の
民
謡
流
し
や
明
石
万
灯
、
二
十

六
・
七
日
の
勇
ま
し
い
八
角
み
こ
し
の
渡
御
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
供
み

こ
し
な
ど
、
ま
つ
り
気
分
一
色
の
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

灘
合

　
集

　
　
な

、
き
ん

瀬
協

　
　
肋薦

　
供

　
二
十
六
日
朝
は
快
晴
　
各
町
内
の
子

供
み
こ
し
が
お
は
ら
い
の
た
め
に
諏
訪

神
社
に
集
合
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
み
こ

し
が
境
内
に
所
狭
し
と
並
び
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
た
ち
も

な
か
な
か
の
張
り
切
り
よ
う
で
す
。

　
お
は
ら
い
を
済
ま
せ
て
「
サ
ア
i
、

出
発
」
。
ま
つ
り
気
分
を
盛
り
上
げ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
子
供

み
こ
し
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
盛
ん

に
な
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

〆〃ズAレーシ身ン　ノ

♂呼の浄　一6一
壷r風、滞9　昔ながらの＋五夜まつり

賑虫奥lllぐ「　9月14・15日は鋲夜まつり・ここ高山●八
　　　、・Kぐ～　　　幡様の一番人気は伝統の村芝居、今年は「3年
　　　　　ドヘぬマ
鈴木　　蘭さん　　　寝太郎」です．ほかに寸劇、民踊、カラオケな

　（広報協力員）　　　　どが盛りだくさん。始まりは14日夜7時半から。

拶
駿
鴛
髄
謬
絶
庭
蘇
躇
鞍
・
穀
〃

　
　
　
切
り
絵
、

　
ば
あ
さ
ん
が
公
民
館
の
手
芸
で
正
月

飾
り
を
切
っ
て
来
た
の
を
見
て
始
め
た

ん
で
す
。
四
年
に
な
り
ま
す
。
先
生
は

『
切
り
絵
入
門
』
と
い
う
本
で
す
か
ね
。

四
月
か
ら
書
道
に
挑
戦
で
す

田村保栄さん
　（中町67歳）

た
だ
、
絵
や
字
を
書
く
こ
と
が
苦
手
な

の
で
カ
レ
ン
ダ
ー
や
本
の
図
柄
を
コ
ピ

ー
し
て
参
考
に
し
て
い
る
ん
で
す
。
刃

物
は
い
ろ
い
ろ
使
い
ま
し
た
が
カ
ッ
タ

ー
が
一
番
で
す
ね
。
と
石
で
研
い
で
使

っ
て
い
ま
す
。

　
五
月
に
ク
コ
ス
ー
0
で
見
た
宮
田
雅
之

切
り
絵
展
『
源
氏
物
語
』
に
は
と
に
か

く
感
動
し
ま
し
た
よ
。
般
若
心
経
に
挑

戦
し
よ
う
と
四
月
か
ら
書
道
を
習
い
始

め
ま
し
た
。
切
り
絵
に
も
役
立
つ
と
思

い
ま
す
し
ね
。
完
成
は
い
つ
に
な
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
す
よ
。

病
人
の
お
世
話
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す

　
昭
和
六
十
年
九
月
に
入
会
し
ま
し
た
。

仕
事
は
も
っ
ぱ
ら
病
人
の
お
世
話
で
す
。

今
ま
で
に
十
日
町
・
中
条
・
津
南
・
上

村
病
院
へ
行
き
ま
し
た
。
八
月
未
ま
で

佐野キクエさん

（高田町5　67歳）

中
条
病
院
へ
行
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。

若
い
こ
ろ
に
看
護
の
ま
ね
ご
と
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
随
分
と

役
立
っ
て
い
る
ん
で
す
。
自
分
な
り
に

呼
吸
や
熱
、
汗
な
ど
で
お
世
話
し
て
い

る
人
の
容
体
を
見
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
私
た
ち

の
い
わ
ば
身
元
保
証
人
で
す
か
ら
、
信

頼
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
に
と
頑
張
っ
て

い
る
ん
で
す
。
　
「
何
か
や
ろ
う
」
と
い

う
自
分
の
気
持
ち
一
つ
で
毎
日
が
変
わ

る
ん
で
す
よ
ね
。
た
だ
家
に
い
た
時
と

は
気
分
が
大
違
い
な
ん
で
す
。
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お
年
寄
り
が
先
生
楽
し
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
「
私
た
ち
だ
っ
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
で
き
る
よ
」
。
八
月
二
十
八
日
、

四
ツ
宮
公
園
脇
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
、
本
町
五
・
六
丁
目
地
域
子
ど
も

会
の
女
の
子
と
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し

み
ま
し
た
。
こ
れ
は
男
の
子
の
野
球
に
対
し
て
、
女
の
子
に
も
何
か
楽
し

ゲートを通ると、ワーッと歓声が

ん
で
も
ら
お
う
と
計
画
し
た
夏
休
み
行

事
で
す
。

　
当
日
に
備
え
て
ラ
ジ
オ
体
操
終
了
後
、

毎
日
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
き
た
だ
け
に

ス
テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き
も
な
か
な
か
の
腕

前
で
す
。

　
子
供
た
ち
の
一
気
一
憂
の
歓
声
に
、

お
年
寄
り
も
ニ
コ
ニ
コ
顔
。
休
憩
時
に

は
昔
の
話
を
聞
く
な
ど
、
晴
天
の
下
で

汗
を
か
き
か
き
、
楽
し
い
プ
レ
ー
が
続

け
ら
れ
ま
し
た
。

189月4日、柏崎と対戦。引き分けた後の部員

十
日
町
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

連
絡
先
”
若
山
　
裕
さ
ん

　
　
（
躰
弛
3
1
σ
3
）

　
ク
ラ
ブ
が
で
き
て
今
年
で
十
五
年
目
、

部
員
は
三
十
人
で
す
。

　
昨
年
、
新
潟
県
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
・

リ
；
グ
で
好
成
績
を
残
し
、
せ
っ
か
く

二
部
（
八
チ
ー
ム
）
か
ら
抜
け
出
し
て

一
部
（
八
チ
ー
ム
）
に
昇
格
し
た
が
、

今
年
は
残
念
な
が
ら
、
ま
た
入
れ
替
え

戦
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

成
績
は
想
像
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
で
も
、
や
っ
と
勝
利
の
味
が
わ
か
り

は
じ
め
た
、
こ
れ
か
ら
の
チ
ー
ム
で
す
。

　
ま
た
サ
ッ
カ
ー
よ
り
も
、
き
も
の
ま

郵

つ
り
の
綱
引
ぎ
大
会
で
二
年
連
続
優
勝

を
飾
っ
た
有
名
な
チ
ー
ム
で
す
。
勝
敗

は
二
の
次
で
「
汗
を
か
き
、
サ
ッ
カ
ー

の
話
を
し
な
が
ら
お
酒
を
飲
む
こ
と
か

な
！
で
も
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
た
、
あ
の

快
感
が
最
高
で
す
か
」
と
部
員
の
ひ
と

り
が
話
し
ま
す
。

　
練
習
日
は
、
年
間
を
通
じ
て
週
二
回

（
水
・
金
）
、
総
合
体
育
館
で
和
気
あ

い
あ
い
に
や
っ
て
い
ま
す
。
練
習
日
以

外
は
手
分
け
を
し
て
中
条
・
川
治
・
吉

田
・
水
沢
地
区
の
小
・
中
学
生
の
指
導

に
大
忙
し
と
言
っ
た
と
こ
ろ
。

　
十
月
下
旬
に
は
、
十
日
町
を
会
場
に

入
れ
替
え
戦
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
に
若
さ
あ
ふ
れ
る
キ
ッ

カ
ー
が
格
好
い
い
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

藤

黙蓑ノ・イク
　　　　　　　、一
家羅れで楽しんで

　
　
十
日
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
名
前

　
ヶ
お
だ
ま
き
”
と
は
、
ミ
ヤ
マ
オ
ダ

マ
キ
と
い
う
き
ん
ぽ
う
げ
科
の
高
山
植

物
の
名
前
で
す
。
こ
の
青
紫
色
の
美
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
だ
ま
き

い
花
は
、
糸
を
巻
く
軸
「
苧
環
」
に
花

の
形
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
付
け
ま
し

た
。
山
好
き
な
仲
間
が
織
物
の
ま
ち
十

日
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
結
成
し
て
も
う

八
年
に
な
り
ま
し
た
。
た
っ
た
三
人
で

ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
会
も
三
十
人
に
な

り
ま
し
た
。
　
「
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
・
オ

ー
ル
シ
ー
ズ
ン
」
　
「
生
涯
登
山
」
　
「
開

か
れ
た
会
」
を
目
ざ
し
　
月
二
回
程
度

山
に
行
っ
た
り
、
定
例
会
　
市
民
　
イ

キ
ン
グ
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
山
の
す
ば
ら
し
さ
を
教
え
た
い

　
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
は
広
く
参
加
者
を

募
集
し
、
登
山
経
験
の
な
い
人
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
に
山

の
雄
大
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
満
喫
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
全
員
が
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
四
季
を
通
じ
た
市
民
ハ

イ
キ
ン
グ
を
計
画
し
、
春
の
信
州
飯
網

山
、
夏
の
富
十
山
と
天
候
に
恵
ま
れ
、

皆
さ
ん
か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
秋
に
は
信
州
黒
姫
山
（
十
月
）
、
冬

に
は
榛
名
山
（
二
月
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
”
山
”
と
い
う
と
「
遭
難
」
　
「
な
だ

才
」
　
「
落
雷
」
と
危
険
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
る
人
か
多
い
と
思
い
ま
す
か

「
あ
こ
が
れ
と
知
識
」
さ
え
あ
れ
ば
、

楽
し
く
有
意
義
に
登
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
”
山
”
は
険
し
さ
と
四
季
折
々
の

な
が
め
の
中
で
得
が
た
い
感
動
と
同
時

に
、
生
き
て
い
る
こ
と
へ
の
素
直
な
喜

び
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
さ
あ
、
人
生
の
友
と
し
て
「
山
歩
き

を
楽
し
み
た
い
あ
な
た
！
」
ぜ
ひ
、
お

だ
ま
き
山
の
会
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
。
山
本
浩
史
（
智
5
7
－
6
4
0
3
）

ま
た
は
宮
沢
健
二
（
智
5
8
1
2
9
6
5
）

が
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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翻o．15

　　　市史」編さん事業が市史編さん委員会

　　進められています。そこで，どのように

　八重子さん（博物館友の会役員＼美雪町2）

員長＼稲荷町3東）にお聞き願いました。

　昭和69年完成を目ざして．　「十日町

（事務局は博物館内・市史編さん室）で

して＼どのような市史が出来るのか。村山

から＼佐野良吉さん（市史編さん委員会副委

八重子さん村山

村
山

う
な
目
的
で
始
め
ら
れ
た
の
で
す
か
。

佐
野
　
大
き
く
分
け
て
二
つ
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
。
　
一
つ
は
、
今
日
に
至
る

ま
で
の
十
日
町
の
歴
史
の
道
筋
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、

地
域
開
発
の
進
行
や
生
活
様
式
の
変
化

に
よ
り
、
古
い
書
き
物
を
は
じ
め
昔
の

物
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
資
料
を
整
理
、
保
存
し
て
、
こ
れ

か
ら
勉
強
す
る
人
た
ち
へ
の
参
考
に
、

ま
た
市
の
発
展
に
役
立
て
る
こ
と
で
す
。

村
山
　
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
方
針

で
編
さ
ん
事
業
を
進
め
ら
れ
て
い
る
の

で
し
よ
う
か
。

佐
野
　
　
「
市
民
参
加
の
市
史
づ
く
り
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
多

編
さ
ん
事
業
方
針
は

市
民
参
加
の
市
史
づ
く
り

　
市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
ど
の
よ佐野良吉さん

く
の
市
民
の
協
力
で
調
べ
る
と
い
う
考

え
方
で
進
め
て
い
ま
す
。

村
山
　
市
史
は
い
つ
ま
で
に
、
ど
れ
く

ら
い
の
も
の
が
刊
行
さ
れ
る
の
で
す
か
。

佐
野
　
編
さ
ん
事
業
は
一
年
の
準
備
期

間
を
お
き
、
昭
和
六
十
一
年
度
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
す
べ
て
が
完
成
す
る

の
は
、
昭
和
六
十
九
年
の
市
制
施
行
四

十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
予
定

で
は
資
料
編
六
巻
、
通
史
編
（
本
編
、

別
編
）
七
巻
の
合
わ
せ
て
十
三
巻
に
ま

と
め
ら
れ
ま
す
。
六
十
六
・
七
年
度
で

資
料
編
、
六
十
八
・
九
年
度
で
通
史
編

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

講
進
行
状
況
は
比
較
的
順
調

村
山
　
と
て
も
大
変
な
作
業
か
と
思
い

ま
す
が
、
編
さ
ん
体
制
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

佐
野
　
九
人
の
編
さ
ん
委
員
と
、
六
十

人
ほ
ど
の
調
査
員
が
、
自
然
史
、
』
原
始
・

古
代
史
、
中
世
史
、
近
世
史
、
近
・
現

代
史
、
民
俗
、
織
物
史
の
七
部
会
に
そ

れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
調
査
を
進
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
三
十
八
人
ほ
ど
の
調
査
協

力
員
が
市
内
各
地
に
お
り
、
い
ろ
ん
な

情
報
の
提
供
や
調
査
時
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

村
山
　
多
く
の
皆
さ
ん
が
携
わ
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。
三
年
目
を
迎

え
た
編
さ
ん
事
業
の
進
行
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

佐
野
　
今
年
度
い
っ
ぱ
い
は
調
査
段
階

で
す
。
す
で
に
、
六
十
五
軒
の
お
宅
に

あ
っ
た
古
文
書
な
ど
の
資
料
目
録
が
四

十
冊
出
来
上
が
り
ま
し
た
し
、
大
切
な

古
文
書
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
十
二

万
コ
マ
撮
り
ま
し
た
。
ま
た
十
日
町
新

聞
の
創
刊
号
か
ら
の
内
容
を
項
目
ご
と

に
ま
と
め
て
い
る
な
ど
、
比
較
的
順
調

に
進
ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。

村
山
　
編
さ
ん
方
針
で
、
　
「
市
民
参
加

の
市
史
づ
く
り
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

ど
ん
な
形
で
市
民
が
市
史
づ
く
り
に
参

加
で
き
る
の
で
す
か
。

佐
野
　
一
つ
は
、
次
代
の
人
た
ち
か
ら

地
域
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う

と
、
中
学
生
か
ら
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
入
賞
作
品
は
市
史
リ
ポ
ー

ト
に
載
せ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
好

評
の
よ
う
で
す
。
も
う
一
つ
は
市
民
の

皆
さ
ん
、
特
に
年
輩
の
方
か
ら
「
私
の

証
言
」
と
い
う
こ
と
で
、
例
え
ば
戦
時

中
の
出
来
事
な
ど
の
体
験
談
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
約
七
十
編
も
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
月
中
に
「
私
の
証

言
第
一
集
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
お
読
み

く
だ
さ
い
。

村
山
　
ど
ん
な
証
言
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

で
、
市
史
リ
ポ
ー
ト
第
二
集
を
読
み
ま

し
て
、
十
日
町
大
火
当
日
の
気
象
条
件

や
大
惨
事
か
ら
の
復
興
の
様
子
を
目
の

当
た
り
に
で
き
感
動
し
ま
し
た
が
、
こ

の
市
史
リ
ポ
ー
ト
と
市
史
の
関
係
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
野
　
市
史
リ
ポ
ー
ト
は
市
史
の
P
R

版
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

編
さ
ん
作
業
の
中
で
、
皆
さ
ん
が
興
味

の
あ
る
と
思
わ
れ
る
テ
ー
マ
、
ま
た
市

史
に
載
せ
き
れ
な
い
よ
う
な
も
の
な
ど
、

言
う
な
れ
ば
市
史
こ
ぼ
れ
話
的
な
も
の

を
わ
か
り
や
す
く
読
ん
で
い
た
だ
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。

徽　
資
料
で
き
ま
る
市
史

　
収
集
に
皆
さ
ん
ご
協
力
を

村
山
　
市
長
さ
ん
は
、
市
史
を
二
十
一

世
紀
の
市
民
へ
の
贈
り
物
に
し
た
い
と

お
考
え
の
よ
う
で
す
が
、
限
ら
れ
た
期

間
の
中
で
最
大
の
成
果
を
上
げ
る
た
め

に
、
私
た
ち
市
民
は
ど
の
よ
う
な
協
力

を
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
野
　
何
と
言
っ
て
も
、
良
い
市
史
を

完
成
さ
せ
る
に
は
良
い
資
料
や
材
料
を

た
く
さ
ん
集
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

市
史
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
つ
く
り
ご
と
）

で
は
な
い
か
ら
で
す
。
　
「
こ
ん
な
も
の

は
役
に
立
た
な
い
だ
ろ
う
」
な
ん
て
思

わ
な
い
で
、
皆
さ
ん
の
家
に
あ
る
古
い

物
、
ど
ん
な
物
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
か

ら
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
で
す
。

村
山
　
難
解
な
古
文
書
ば
か
り
が
資
料

の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
案
外

と
私
た
ち
の
身
近
に
も
あ
る
も
の
な
ん

で
す
ね
。

佐
野
　
そ
う
な
ん
で
す
。
古
文
書
以
外

に
も
役
立
つ
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん

で
す
よ
。
特
に
民
俗
に
な
る
と
古
い
物

が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
一
点
で
も

多
く
の
資
料
を
集
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ユ0



（4～5人分）料材

・そば…4袋・焼のり…5枚

・青じそ＼くるみ＼でんぶ…適宜

・合わせ酢（酢，砂糖，塩）…好

みで・しょうゆ，わさび…少々

春日　ハルさん

（雑185号誉）

　
お
酒
の
お
つ
ま
み
に
ピ
ッ
タ
リ

　
わ
が
家
で
は
、
お
酒
の
お
つ
ま
み
と

し
て
よ
く
作
り
ま
す
。
と
っ
て
も
好
評

な
ん
で
す
よ
。
中
の
具
は
何
で
も
い
い

で
す
し
、
手
軽
に
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、

一
度
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
作
り
方
〉
①
そ
ば
は
普
通
に
ゆ
で
、

ざ
る
に
上
げ
て
水
け
を
き
る
。

②
寿
司
を
作
る
と
き
と
同
じ
よ
う
に
合

わ
せ
酢
を
作
り
、
①
を
入
れ
、
よ
く
混

ぜ
合
わ
せ
る
。

③
の
り
を
広
げ
、
②
の
そ
ば
を
親
指
と

人
差
し
指
で
少
し
ず
つ
す
く
い
、
そ
ば

を
の
ば
す
よ
う
に
水
け
を
き
り
、
左
右

交
互
に
並
べ
て
い
く
。
…
ポ
イ
ン
ト
①

④
具
の
青
じ
そ
、
く
る
み
は
み
じ
ん
切

り
に
し
、
一
本
に
一
種
類
ず
つ
横
一
列

に
並
べ
る
。
　
（
漬
け
物
も
合
い
ま
す
）

⑤
寿
司
を
巻
く
要
領
で
巻
く
。

⑥
m
分
く
ら
い
そ
の
ま
ま
に
し
、
切
る
。

（
水
け
が
な
く
な
り
、
し
っ
か
り
す
る
）

…
ポ
イ
ン
ト
②

⑦
わ
さ
び
じ
ょ
う
ゆ
で
食
べ
る
。

　
ポ
イ
ン
ト
①
の
図
解
で
す
。

輪の部分が左右交互に

くるように董iべる

　　　　↓そば

　　　　　　　　　易

こうして並べないと切

口がきれいにならない

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
）
歳
月

　
カ倫

伍
に
彦

し
志

よ
誉田池

吉晴・葉子さん長男
　　（田川町2）

　生まれたとき／，926Zラしかなかったんだよ。でも

みんなに追いついたよ。起きるともう外が気になる

んだ。　「腰にヒモをつけようか」なんて言うんだ。

公民館の＼＼チビッ子あそび教室＼＼に行ってるよ。友

達がいっぱい＼とっても楽しいんだ。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

八箇保育園

　　　⑮

羅撫簿
　お父さんとカブトムシ，

クワガ9を採りに行った
んだ。採れたよ。だから
友達にもあげたんだよ。

　
　
　
（
5
　
歳
）

風
間
　
健
太
く
ん

灘　　感

　　　婁

　　　＼

サファリーバー

てきたの。動物
．、車に近づいて

、もうびっくり。

　　　斎
　　　木
．．書

謬賑
　　　ん

　お盆にサフ；

クに行ってきス
がいっぱい車1，

きたので．もう

串ヤン茜スだより

　　　Vol．18
中条小学校

つよく、かしこく、あたたかく

晶
燃
や
せ
“
お
お
な
っ
子
”
魂

　
　
　
　
　
　
　
　
上
に
相
撲
に
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
つ
け
る
中
を

　
　
　
　
　
　
　
　
汗
し
て
心
身
を

　
　
　
　
　
　
　
　
鍛
え
て
い
ま
す
。

i
ツ
少
年
団
の
中
条
F
C
は
、
（
写
真
）

サ
ッ
カ
ー
県
大
会
優
勝
を
は
じ
め
塩
沢

杯
優
勝
、
妙
高
杯
準
優
勝
と
と
て
も
張

り
切
っ
て
い
ま
す
。

晶
あ
い
さ
つ
、
親
切
、
奉
仕
活
動
に
取

　
り
組
む
「
お
お
な
児
童
会
」

　
「
い
つ
で
も
、
だ
れ
に
で
も
、
人
よ

り
先
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
あ
い
さ
つ

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
全
校
児
童
で
親
切
か
る
た
を
作
り
、

秋
に
は
「
親
切
か
る
た
と
り
大
会
」
も

計
画
し
て
い
ま
す
。

（右）児童会役員が先頭に

　立ってあいさつ運動

（下）魚沼中条駅の清掃に

　精出すク1コーン活動

全
校
児
童
で
、

陸
上
競
技
場
や

野
球
場
周
辺
、

駅
や
城
山
な
ど
、

ク
リ
ー
ン
活
動

で
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
目
ざ

し
て
い
ま
す
。

晶
縦
割
り
編
成
に
よ
る
全
校
活
動

　
四
百
八
人
の
全
校
児
童
を
十
二
班
に

編
成
し
、
勤
労
体
験
や
七
夕
集
会
、
収

穫
感
謝
祭
な
ど
の
楽
し
い
計
画
が
あ
り

ま
す
。

讐
騰
欝
．

　
こ
れ
ら
活
動
で
は
自
主
・
協
力
・
責

任
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

ヱユとrお．ガ夢3昭和63年9月10日



一

お

＊
　
剣

＊
　
6

＊

脇
翻
麟
隼
麓
讐
繭
職
騒
熱
瑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧
集
し
蒙
す

　
昭
和
64
年
4
月
1
日
採
用
予

定
の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
職
種
、
採
用
予
定
人
員
、

　
　
　
　
　
　
受
験
資
格
〉

　
■
上
級
・
一
般
事
務
（
一
般

行
政
事
務
に
従
事
）
ー
1
人
…

大
学
を
卒
業
（
来
年
3
月
卒
業

見
込
み
を
含
む
）
し
た
人
で
、

昭
和
3
5
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
。

　
■
上
級
・
土
木
（
建
設
、
水

道
、
下
水
道
、
農
林
等
の
部
門

で
そ
れ
ぞ
れ
専
門
技
術
の
業
務

に
従
事
）
1
1
1
人
…
…
大
学
の

土
木
系
専
門
課
程
を
卒
業
（
来

年
3
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

し
た
人
で
、
昭
和
3
5
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

　
■
中
級
・
土
木
（
建
設
、
水

道
、
下
水
道
、
農
林
等
の
部
門

で
そ
れ
ぞ
れ
専
門
技
術
の
業
務

に
従
事
）
ー
1
人
…
…
短
大
、

高
等
専
門
学
校
、
専
門
学
校
の

土
木
系
専
門
課
程
を
卒
業
（
来

年
3
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

し
た
人
で
、
昭
和
3
5
年
4
月
2

白
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

　
踊
初
級
・
一
般
事
務
（
一
般

行
政
事
務
に
従
事
）
ー
1
人
…

…
高
校
を
卒
業
（
来
年
3
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
し
た
人
で
、

昭
和
4
2
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
。

信

　
　
■
用
務
員
兼
給
食
調
理
員

　
（
小
・
中
学
校
、
保
育
所
等
の

　
部
門
に
従
事
）
n
1
人
…
…
昭

　
和
1
8
年
4
月
2
日
～
3
8
年
4
月

　
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
で
、

　
原
動
機
付
自
転
車
の
免
許
の
あ

　
る
人
。
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
〈
試
験
期
日
、
試
験
科
目
〉

　
　
■
第
1
次
試
験
　
m
月
1
5
日

　
ω
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
級
一

　
般
事
務
、
上
級
土
木
…
…
国
語
、

　
社
会
、
数
学
、
英
語
、
作
文
。

　
中
級
土
木
、
初
級
一
般
事
務
…

　
…
国
語
、
社
会
、
数
学
、
作
文
。

　
用
務
員
兼
給
食
調
理
員
…
…
作

　
文
）

　
　
■
第
2
次
試
験
　
n
月
上
旬
、

　
市
役
所
お
よ
び
総
合
体
育
館

　
　
（
第
1
次
試
験
合
格
者
に
対
し

　
て
面
接
試
験
と
体
力
テ
ス
ト
。

　
用
務
員
兼
給
食
調
理
員
は
面
接

　
試
験
の
み
）

　
　
〈
申
し
込
み
方
法
〉

　
　
総
務
課
人
事
秘
書
係
（
盈
内

　
線
％
）
に
採
用
試
験
申
込
書
が

　
あ
り
ま
す
。

　
　
9
月
m
日
ω
～
3
0
日
㈹
ま
で

　
に
必
要
書
類
を
総
務
課
人
事
秘

　
書
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
受
付
時
間
は
午
前
8
時
3
0
分

　
～
午
後
5
時
（
土
曜
日
は
正
午
）

　
ま
で
。
郵
送
は
9
月
3
0
日
の
消

　
印
有
効
で
す
。
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市
役
所
は

暦
田
ー
3
1
1
1
（
〒
9
4
8
千
歳
町
3
－
3
）
で
す

照
禰
麟
隼
農
饗
広
壌
事
務
組
禽
溝
紡
職
翼
輪
篭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
集
し
濠
ず

　
昭
和
64
年
4
月
1
日
採
用
予

定
の
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
職
種
、
採
用
予
定
人
員
、

　
　
　
　
　
　
受
験
資
格
〉

　
■
消
防
士
ー
若
干
名
…
…
①

高
校
を
卒
業
（
来
年
3
月
卒
業

見
込
み
を
含
む
）
し
た
人
で
、

昭
和
4
1
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
男
子
②
十
日
町
市
、
川

西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
に
居

住
可
能
な
人
③
身
長
㈱
紬
．
以
上
、

胸
囲
お
お
む
ね
身
長
の
2
分
の

1
以
上
、
体
重
5
0
キ
。
以
上
。
視

力
は
両
眼
の
場
合
肥
以
上
、
1

眼
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
％
以
上

（
矯
正
視
力
可
）
で
色
神
正
常

の
健
康
な
人
。

〈
試
験
期
日
、
試
験
科
目
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
■
第
1
次
試
験
　
1
0
月
1
5
日

ω
（
国
語
、
社
会
、
数
学
、
作

文
、
体
力
診
断
テ
ス
ト
）

　
■
第
2
次
試
験
　
n
月
上
旬

（
第
1
次
試
験
合
格
者
に
対
し

て
面
接
試
験
と
身
体
検
査
）

　
※
会
場
な
ど
詳
細
は
受
験
者

に
別
途
連
絡
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
方
法
〉

　
消
防
本
部
総
務
課
（
盈
5
7
1

1
5
5
5
）
、
川
西
分
遣
所
、

津
南
分
遣
所
、
中
里
詰
所
に
採

用
試
験
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。

　
9
月
1
0
日
G
D
～
3
0
日
㈹
ま
で

に
必
要
書
類
を
消
防
本
部
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
付
時
間
は
上
の
市
職
員
募

集
と
同
じ
で
す
。

法
人
事
業
漸
は
社
禽
保
縷
に
蒲
入
庵

　
健
康
保
険
と
厚
生
年
金
は
会

社
や
工
場
、
商
店
な
ど
が
加
入

し
、
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
を
対

象
と
す
る
「
社
会
保
険
」
で
す
。

　
昭
和
61
年
4
月
1
日
か
ら
社

会
保
険
の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ

れ
、
法
人
の
事
業
所
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
に
段
階
的
に
す

べ
て
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
0
61
年
4
月
－
日
か
ら
…
…

5
人
以
上
の
従
業
員
を
使
用
す

る
法
人
の
事
業
所

　
②
62
年
4
月
1
日
か
ら
…
…

3
人
ま
た
は
4
人
の
従
業
員
を

使
用
す
る
法
人
の
事
業
所

　
③
63
年
4
月
1
日
か
ら
…
…

1
人
ま
た
は
2
人
の
従
業
員
を

使
用
す
る
法
人
の
事
業
所

　
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
ま

だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業
所
に

対
し
て
加
入
手
続
き
な
ど
の
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
間
い
合
わ
せ
　
長
岡
市
社
会

保
険
事
務
所
（
盈
0
2
5
8
1

36

1
5
1
4
1
）
へ
。

心
黄
額
購

　
「
難
民
救
済
、
福
祉
活
動
の

た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
言
っ
て
訪
問
し
、
市
や
市

内
の
福
祉
団
体
が
お
願
い
し
て

い
る
の
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
募
金

活
動
や
訪
問
販
売
に
回
っ
て
い

る
人
が
い
ま
す
。

　
市
が
皆
さ
ん
に
募
金
な
ど
を

お
願
い
す
る
時
は
、
必
ず
「
市

長
名
」
か
「
社
会
福
祉
事
務
所

長
名
」
の
文
書
で
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
　
「
消
火
器
を
交
換
し

ま
す
」
　
「
ト
イ
レ
フ
ァ
ン
の
点

検
に
来
ま
し
た
」
な
ど
の
訪
問

手
口
に
も
ご
用
心
く
だ
さ
い
。

臼
衛
官
募
集

　
防
衛
庁
で
は
、
陸
・
海
・
空

の
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格
　
1
8
歳
以
上
2
5
歳

未
満
の
男
子
、
女
子

■
受
付
期
問
　
年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
試
験
日
な
ど

詳
細
は
受
付
時
に
説
明
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
市
民

係
（
奮
内
線
傾
）
ま
た
は
自
衛

隊
長
岡
出
張
所
（
費
0
2
5
8

1
3
3
1
0
2
5
6
）
へ
。

　　　不用品販売セール　とき／9聰目瞬需騰廓纂：1ところ／鴛罪

　どなたでも参加できます。お気軽にお持ち寄りくだ　　　■不用品の受け付け　9月16日働～18日（日）午前9時～

さい。当日は、丸専まつりも開かれ、多くの店が売り　　　午後4時、保健センター1階・会議室

出しをします。誘い合わせてお出かけください。　　　　　　※お持ち寄りの不用品に希望価格をつけていただき

■受け付ける不角品　新品、贈答品（砂糖、缶詰、タ　　　ます。売れた品物は20％の手数料をいただきます。

オル、セトモノなど）　中古品（時計、衣類、書籍、　　　■問い合わせ　商工観光課内・消費者協会（暦57－31

電機製品など）　そのほか使用しないが充分使える物　　　11内線230）へ。
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昭
禰
馨
隼
度
漂
水
鑓
黙
十
麟
町
欝
協
議
轟
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
間
載
支
報
欝
で
ず

　
原
水
爆
禁
止
運
動
に
尊
い
お

金
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
左
の
中
間
収
支

報
告
（
8
月
3
1
日
現
在
）
の
と

お
り
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
8
月
6
日
の
市
民

大
会
で
『
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　臼　　　　　一　　　　　聯　　　　一　　　　一　　　一　　　需　　一　　一　一　甲一
幽

市
宣
言
』
が
な
さ
れ
た
記
念
す

べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
平
和
運
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
原
水
爆
禁
止

　
　
十
日
町
市
協
議
会

　
　
　
　
会
長
　
松
井
　
愛
美

項　目 収支（円） 説　　　　　　　明　（円）

収
入
の
部

負担金 102，000

地区評、繊労各13，000　社会党、農協ほか3団体

各6，000　金融団ほか2団体各5，000　商工会議所

4，000　ロータリークラブ、北ロータリークラブほ

か7団体各3，000

募　　金 1，217，878 十日町地区ほか6地区より

繰越金 280，500 前年度繰越金

雑　　入 O
計 1，600，378

支
出
の
部

会議費 3，100 案内用文書印刷代、封筒代など

事業費 1，258，960

広島市平和祈念式典派遣費、救援費（広島市、長

崎市、原爆病院、原爆養護老人ホーム）、市民大

会決議書など　　　　　　　一

事務費 36，140 事務用消耗品

計 1，298，200

差　引　残　額　　　302，178

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　需　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　顧　　　　　　　暉　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　幽　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　一　願一一

心
の
健
康
相
議

　
次
の
よ
う
な
悩
み
の
あ
る
人

は
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。
代
理
の
人
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

　
①
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
眠
れ

な
い
②
他
人
の
こ
と
や
、
さ
細

も
な
い
こ
と
が
気
に
な
る
③
情

緒
不
安
定
で
乱
暴
す
る
④
学
校

に
行
く
の
を
い
や
が
る
⑤
酒
の

量
が
増
え
、
迷
惑
を
か
け
る
。

■
と
　
き
　
9
月
2
7
日
ω
◎
午
後

1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　需　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　暉　　　　　　　　　　　　　　願　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　噸　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　畠　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　一　　　　　　　　－　　　　　　　　薗　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　顧　　　　　一　　　　　幽　　　　一　　　　甲　　　一　　　■一　　一　　一　一　騨
一一

■
担
当
医
　
石
田
先
生
（
五
日

町
病
院
長
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所

（
費
5
7
ー
－
2
4
0
0
）
ま
た
は

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
（
暦

内
線
雛
・
㎜
）
へ
。

バ
イ
ク
に
必
ず

　
　
　
蜜
賠
責
保
陵

一廓
　　　　　　　　1

責任保険（共済）1

　
皆
さ
ん
の
バ
イ
ク
、
自
賠
責

保
険
（
共
済
）
に
入
っ
て
い
ま

す
か
。
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　層　　　　　　　　一　　　　　　　幽　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　疇　　一　一　一一
髄

険
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
無
保
険
（
無
共
済
）
で
走
る

と
ー
6
カ
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
5
万
円
以
下
の
罰
金
、
さ

ら
に
違
反
点
数
6
点
と
な
り
、

免
停
処
分
と
な
り
ま
す
。

　
小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
油
断
は
禁
物
。
事
故
で

も
起
こ
し
た
ら
そ
れ
こ
そ
大
変

で
す
。

　
保
険
料
は
、
！
年
契
約
8
千

円
、
2
年
契
約
1
万
千
謝
円
、

3
年
契
約
1
万
4
千
㎜
円
で
す
。

未
加
入
の
人
、
す
ぐ
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

公民館の少年家庭教育学級へどうぞ

　満たされた生活の中で、子どもたちは本当に幸せなので

しょうか。親や社会の学歴信仰は、本来の子どもらしさを

うばい、登校拒否やいじめなど、さまざまな問題を生み出

しています。

　未来に夢ある子どもたちが、心身ともに健やかに伸びる

ために、親として何をなすべきかを学習してみませんか。

■対象者　小学校高学年の親のみなさん

■申し込み　9月15日（木）までに申込書と連絡用ハガキ3枚

　を公民館（智57－5011）へ提出してください。

華舗鵬麟、鞭せか霧鵯榊，蒔、。分

9／16 学校へ行けない子ども
育成センター（少年相談員）

　　田　村　　　佳先生

30 思春期の性、あれこれ
上村病院　医師
　　高　木　茂　子先生

10／7 わが家の子育ての秘訣
松乃寿司

　小　林　　博先生
14 あそびと友人関係

県青少年育成推進指導員

　根　津　明　子先生

28 やる気をおこす「子育て」
上越教育大学教援

　　前　　田　　幹先生
11／4 「生きる力」を育てる

11 親の知らない予どもの顔
十日町小学校長

　　山　　内　　　久先生
18 自主性をつける「子育て」

25 子どもの心のよりどころ
育成センター（少年相談員）

　　田　村　　佳先生

　　　野中・天池へ

H

中里へ
伊
達

　黒沢観光くり園オープン9月10日（土）～10月中旬　　　　（

，謬讐粥響蝦，灘驚脳　 愈シ
嚇糠喉糊．、、，、、栗＿　駐車場完備貞撒

■入園料　大人（中学生以上）：300円　小人：100円　　　　　　　　　　　市街地へ　R117

■販売価格（1kg当たり）　2L：700円　　L　：600円
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膨

＊
解

＊
　
5

＊

盤

甫
役
所
ぽ

響
嗣
群
ー
3
霜
蕩
潅
　
　
（
〒
9
4
8
千
歳
町
3
－
3
）
　
誰
す
“

スポーツの秋です

　さあ一、飛び出そう！

体育課（総合体育館盈52－4377）

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト

　
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
ヘ
ル

ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
の

計
画
の
一
つ
で
す
。

　
『
は
し
る
』
　
『
と
ぶ
』
　
『
な

げ
る
』
の
基
本
テ
ス
ト
で
、
現

在
の
皆
さ
ん
の
体
力
を
チ
ェ
ツ

ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
家
族
み

ん
な
が
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
で
す
。

■
と
　
き
　
1
0
月
1
6
日
㈹
午
前

8
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
／
開
会

式
9
時
、
テ
ス
ト
開
始
9
時
3
0

分
（
雨
天
決
行
）

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
参
加
対
象
　
家
族
単
位
の
参

加
が
原
則
で
す
が
、
単
独
参
加

も
認
め
ま
す
。

・
参
加
料
　
無
料

■
参
加
賞
　
全
員
に
「
ス
ポ
i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　願　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　騙　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　甲　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　顧　　　　　　一　　　　　　一　　　　　臼　　　　　一　　　　一　　　　甲　　　一　　　一　　一　　一　甲　一一一

前期の「トレーニング＆フィットネス」

ッ
健
康
手
帳
」
を
差
し
上
げ
ま

す
。■

申
し
込
み
　
1
0
月
5
日
困
ま

で
に
体
育
課
へ
。

卜種目テス
中学生以上の部 小学生の部

1 50　M　走（男・女）

2 走り幅とび（男・女）

3 ハンドボール投げ（男・女） ソフトボール投げ（男・女）

4
　　　　1，500M持久走または急歩（男）

　　　　1，000M持久走または急歩（女）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　署　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　願　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　珊　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　聞　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　噸　　　　　一　　　　甲　　　　甲　　　一　　　一　　一　　一　一　一一薗

『
艶
墾
ー
叢
ン
グ
激

　
　
　
　
　
フ
4
ッ
墾
率
ス
蘇

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
体
力

づ
く
り
の
正
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
方
法
を
指
導
し
ま
す
。
五
・

六
月
に
開
い
た
前
期
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
に
は
約
百
三
十
人
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
合
体
育
館
の
最
新
鋭
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
で
、
皆
さ
ん
も

体
力
づ
く
り
を
身
に
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
と
　
　
き

　
〈
第
1
回
〉
1
0
月
6
・
1
3
・

20

・
2
7
日
の
4
回

　
〈
第
2
回
〉
1
1
月
m
・
1
7
・

24

日
、
1
2
月
1
日
の
4
回

　
※
い
ず
れ
も
木
曜
日
午
後
7

時
～
9
時
ま
で
の
2
時
間

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
参
加
費
　
無
料
た
だ
し
、
入

館
料
1
回
㎜
円
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
　
m
月
1
日
ω
ま

で
に
体
育
課
へ
。

㊥の体育施設無料
開放日は24日（土）です

鳥
　
　
ρ
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第22回市民スポーツ大会

　体育の日を記念して、10日9日、

れます。

しみましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月10日（月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　体育の日

　　　　　　　　　　10日にわたって15部門の大会が開か

『スポーツ、健康都市とおかまち』皆さん一緒に汗を流し、楽

　申し込みは9月26日（月）までに各事務局、総合体育館へ。

部　　　門 会　　場 期日 参加対象 問い合わせ

サ　イ　ク　リ　ン　グ 津南町見玉方面 9日 小学生高学年以上 清野山和夫
（奮57 4860）

駅伝競走大会 陸上競技場ほか市内道路

10

日

地域・職域・学生・女子 福崎勝幸（台57－3111内線334）

体操競技大会 十日町高校東体育館 中学生・高校生・一般 金子芳信（費52－3757）

野
球

チャンピオン大会 笹山野球場 63年度公式戦優勝チーム
小林　　繁
（奮574508）

学童野球大会 信濃川運動公園 5年生以下の部・6年生の部

バスケットボール大会 十日町高校西体育館 一般（高校生を含む） 長谷川義明
（費57－3111内線133）

卓　　球　　大　　会 市民体育館 中学生・高校生・一般 南雲和幸（台57－3111内線134）

軟式庭球大会 信濃川運動公園 高校生・一般・婦人 湯沢一彦
（台57－9166）

硬式テニスシングルス大会 城ヶ丘庭球場
十　日　町高校

一般（高校生を含む） 渡辺淳一
（費57 2852）

ジュニアバドミントン競技会 吉田　中学校 小学生・中学生 水落良孝
（盈55 2593）

パパ・ママバレーボーノ吠会 総合体育館 既　　婚　　男　　女 小杉良一（費57－4256）

小学生サッカー大会 西　小　学　校 小　　　学　　　生 若山　　裕
（費52－3163）

柔　　道　　大　　会 武　　道　　館 小学生・中学生・一般（高校生を含む） 村山　　潤
（奮57 3111内線219）

剣　　道　　大　　会 西　小　学　校 小学生・中学生・高校生 関口文二郎
（盈52－3080）

相撲小学生新人戦 川治小学校相撲場 小学生（3・4・5年生） 佐藤市郎（費52 3077）

欄
私
の
濠
ち
写
真
識
ン
テ
ス
ト
賑
作
畠
募
集

　
毎
年
6
月
は
「
ま
ち
づ
く
り

運
動
月
間
」
で
す
。
来
年
の
月

間
に
向
け
て
「
第
6
回
私
の
ま

ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
私
た
ち
の
ま
ち
を
全

国
に
P
R
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

あ
な
た
の
好
き
な
例
え
ば
、
ま

ち
角
、
道
、
公
園
な
ど
を
撮
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
サ
イ
ズ
　
白
黒
ま
た
は
カ
ラ

i
（
ス
ラ
イ
ド
を
除
く
）
で
、

サ
ー
ビ
ス
判
以
上
か
ら
四
ッ
切

り
ま
で
の
未
発
表
の
単
写
真
。

　
※
作
品
の
裏
に
題
名
、
撮
影

場
所
、
撮
影
年
月
日
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
住
所
、
電
話
、
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職
業
（
学
生
は
学
校
名
、
学
年
）
、

応
募
部
門
（
一
般
の
部
、
学
生

の
部
…
…
高
校
生
以
下
）
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
発
表
　
昭
和
6
4
年
6
月

■
応
募
締
め
切
り
　
市
で
取
り

ま
と
め
て
一
括
し
て
送
り
ま
す
。

12

月
1
7
日
ω
ま
で
に
克
雪
都
市

計
画
課
都
市
計
画
公
園
係
（
智

内
線
鵬
）
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

ヱ4



皆
さ
ん
の
体
を
守
る

　
　
　
圏
罵
健
康
採
験
で
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

退
職
し
て
7
0
歳
ま
で
の
人

退
職
者
医
療
制
度

　
長
年
勤
め
た
会
社
や
役
所
な

ど
を
退
職
し
て
、
現
在
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
被
用
者

年
金
を
受
け
て
い
る
⑳
歳
未
満

の
人
、
お
よ
び
扶
養
家
族
の
人

は
、
退
職
者
医
療
制
度
で
診
療

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
手
続
き
を
し
て

い
な
い
人
は
、
①
年
金
証
書
②

保
険
証
③
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

保
健
衛
生
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
お
医
者
さ
ん
に
支
払
う
一
部

負
担
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
▼
退
職
被
保
険
者
本
人
…
…

　
入
院
・
通
院
と
も
2
割
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一

　
▼
扶
養
家
族
の
人
…
…
入
院

　
は
2
割
、
通
院
は
3
割

70

歳
に
な
っ
た
人

老
人
保
健
制
度

　
7
0
歳
以
上
（
寝
た
き
り
の
人

は
6
5
歳
以
上
）
の
お
年
寄
り
の

医
療
は
、
老
人
保
健
法
の
も
と

に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
診
療
を
受
け
る
と
き
は
必
ず

①
保
険
証
と
、
老
人
保
健
法
に

よ
っ
て
交
付
さ
れ
た
②
健
康
手

帳
③
医
療
受
給
者
証
を
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
医
者
さ
ん
に
支
払
う
一
部

負
担
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
▼
通
院
…
…
ー
カ
月
㎜
円

　
（
医
療
機
関
の
診
療
科
ご
と

に
支
払
い
ま
す
）

　
　
▼
入
院
…
…
1
日
姻
円

　
　
（
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で

　
　
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は

　
　
1
日
㎜
円
を
2
カ
月
間
限
度

　
　
で
負
担
と
な
り
ま
す
）

　
保
険
料
は
期
限
ま
で
に

　
　
保
険
料
は
国
の
補
助
金
と
合

　
わ
せ
て
、
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ

　
ガ
を
し
た
時
の
医
療
費
を
は
じ

　
め
、
助
産
費
や
葬
祭
費
な
ど
の

　
給
付
の
費
用
に
当
て
ら
れ
ま
す
。

　
　
特
別
の
理
由
も
な
く
保
険
料

　
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
に
は
、

　
保
険
証
の
返
還
や
給
付
の
差
し

　
止
め
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。
保
険
料
は
期
限
ま
で

　
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
※
9
月
は
保
険
料
の
第
3
期

　
　
の
納
付
月
で
す
。

　
■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課

　
国
保
係
（
盈
内
線
蜘
・
m
）
へ
。
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『
N
H
K
宥
隼
の
主
張
鮎
願
稿
募
集

　
若
い
皆
さ
ん
の
新
鮮
な
体
験

と
意
見
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

地
区
大
会
代
表
を
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
で
審
査
し
、
来
年
1
月
1
5
日

⑭
の
成
人
の
日
に
東
京
・
N
H

K
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
「
第
3
5

回
N
H
K
青
年
の
主
張
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
」
へ
の
出
場
者
を
選

び
ま
す
。

■
テ
ー
マ
　
『
家
庭
、
学
校
、

職
場
、
社
会
そ
し
て
世
界
と
の

か
か
わ
り
の
中
で
、
自
分
が
感

じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
』

　
〈
発
表
題
例
〉
▽
同
世
代
へ

の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
▽
親
父
が

大
き
く
見
え
た
と
き
▽
ボ
ク
に

も
言
わ
せ
て
教
育
論
▽
日
本
の

経
済
と
私
の
仕
事
▽
2
1
世
紀
の

地
球
に
生
き
る
▽
我
が
青
春
の

海
外
体
験
▽
ボ
ク
を
変
え
た
あ
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市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
63年 16（80） 22（96） O（3）

62年 17（65） 20（78） 0（2）

川西町
津南町
中里村

63年 11（38） 14（51） O（1）

62年 6（33） 7（39） O（O）

計
63年 27（118） 36（147） 0（4）

62年 23（98） 27（117） 0（2）

　8月10日困午後8時15分ごろ、小黒沢

地内において、小路から出てきた原動機

付自転車を避けようとした軽四輪乗用車

が道路下に転落しました。交差点等は危

険がいっぱいです。要注意を。

る
日
の
出
来
事
※
発
表
題
は
自

由
で
す
。

■
応
募
資
格
　
昭
和
3
8
年
1
月

16

日
～
4
8
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
。

■
応
募
方
法
　
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
自
分
の
主
張
を
5
分
以
内
で

発
表
で
き
る
よ
う
原
稿
（
姻
字

詰
め
原
稿
用
紙
4
枚
程
度
）
に

ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
は
一
人
一
編
で
す
。

■
県
大
会
日
程
　
n
月
1
3
日
㈹
、

N
H
K
新
潟
放
送
局
※
原
稿
審

査
を
通
過
し
た
人
が
出
場
し
ま

す
。■

応
募
締
め
切
り
　
m
月
1
4
日

㈹
ま
で
に
N
H
K
新
潟
放
送
局

「
青
年
の
主
張
」
係
（
〒
胴
新

潟
市
川
岸
町
1
の
4
9
智
幡
－
鵬

I
1
1
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
監

　
　
　
　
　
　
　
，

少女の愛が奇跡を生んだ…

ボランティァ映画会風の谷のナウシカ

■9月14日㈲午後6時開場6時30分上映
■市民会館ホール

■大人（高校生以上）：300円　小人：無料

　主催十日町市ボランティア・ビューロー

交通安塗毒幣卸ペー雛

【】高齢者交通安全旬問9／11⑪～20⑳

　お年寄りの事故が多発！お年寄りも、

　周りの人も、みんなで気をっけよう。

■秋の全国交通安全運動9／21㊧～30㊧

　正しい交通マナーを身につけよう。

8月中の交通事故発生状況（）累計

電
調

停
胴

業
臆

作
掛

◇9月20日（火）午後1時～4時30分／大黒

　沢1・2、伊達1・3、川治上町の各
　一部

◇9月26日（月〉午後1時30分～午後3時30

　分／尾崎の一部

◇9月30日㈹午前9時30分～正午／樽沢

　の一部

ガ十目瑚橋議通行規制

　10月1日～64年3月15目

→

　　　　　　　　　総代へ　十日町橋の補修

工事のため、10月　エ肇箇所毛

1日～来年3月15　～
日までの間、　r片　　倦濃川

側交互通行規制』　　一
を行います。

　長期にわたってご不便

禦ますがご協力くだ／

■問い合わせ　　　　山本入　　確鋤へ

十日町土木事務所（盈57－5511）

十日町警察署（奮52－3171）

ヱ5とrお』ガ夢3誘飼7ら亡f瓶昭和63年9月10日
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5
し
ダ
ト

縫　
　
㌔

駅
鎌

嚇
石石器の話（2）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き

　
狩
猟
に
使
わ
れ
た
石
器
の
一
つ
に
石

ぞ
く簸

が
あ
る
。
石
鎌
は
弓
の
矢
の
先
端
に

つ
け
る
矢
じ
り
で
あ
り
、
大
き
さ
は
一

紬
．
か
ら
三
独
．
ほ
ど
の
小
さ
な
道
具
で
あ

る
。
材
質
は
な
め
ら
か
な
石
で
加
工
し

　
　
　
こ
く
よ
う
せ
き

や
す
い
黒
曜
石
、
チ
ャ
ー
ト
、
安
山
岩
、

粘
板
岩
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

縄
文
時
代
の
初
め
の
こ
ろ
盛
ん
に
使
用

さ
れ
た
槍
に
変
わ
っ
て
現
わ
れ
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
や
り

後
急
速
に
発
達
し
、
槍
は
わ
ず
か
に
し

か
残
ら
な
い
。

　
形
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
大
ま
か
に
分
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ぐ

る
と
三
角
形
や
基
部
に
挟
り
の
あ
る
も

の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
基
部
が
丸
み

　
　
　
　
　
　
と
が

の
あ
る
も
の
や
尖
る
も
の
、
基
部
に
突

出
し
た
茎
を
も
つ
も
の
な
ど
に
分
け
ら

れ
る
。
し
か
し
中
に
は
五
角
形
を
し
た

も
の
、
側
縁
に
出
っ
ぱ
り
の
あ
る
ム
サ

サ
ビ
形
や
飛
行
機
形
な
ど
と
呼
ば
れ
て

い
る
も
の
も
あ
る
し
、
弥
生
時
代
に
は

ア
メ
リ
カ
鍬
と
呼
ば
れ
る
特
異
な
形
の

も
の
が
作
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
時
期
や
地
方
に
よ
っ
て
特
徴

が
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
。
縄
文
早
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
が
た

は
基
部
の
挟
り
込
み
が
特
異
な
鍬
形
鍛

が
あ
り
、
前
期
に
は
基
部
の
挟
り
込
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
ま
た

が
深
く
比
較
的
幅
の
広
い
雁
股
鍛
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
中
・
後
期
に
は

基
部
に
挟
り
の
あ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
、
基
部
の
平
ら
な
も
の
や
ハ
ー
ト
形

の
も
の
な
ど
が
混
在
す
る
。
後
期
末
・

晩
期
に
は
、
基
部
が
茎
状
に
張
り
だ
し

て
尖
る
有
茎
鍛
が
多
い
し
、
大
形
化
す

る
傾
向
が
あ
る
。

灘
薪

・
毒
業

　
継犠蓋

》
藝
麟

　　　石鎌のいろいろ

　
こ
の
よ
う
に
多
く
の
遺
跡
で
数
多
く

出
土
す
る
石
簸
は
、
先
回
（
6
3
年
1
月

　
　
　
　
　
　
　
　
は
く
へ
ん

m
日
号
）
記
述
し
た
剥
片
の
辺
縁
に
先

の
尖
っ
た
骨
な
ど
を
押
し
つ
け
て
、
て

い
ね
い
に
形
を
整
え
ら
れ
て
作
ら
れ
る
。

弓
矢
な
ど
木
製
品
は
、
湿
地
帯
な
ど
条

件
が
良
く
な
い
と
残
ら
な
い
。
湿
地
帯

の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
弓
は
、
長
弓
で

桜
の
皮
な
ど
が
巻
か
れ
て
精
巧
に
作
ら

れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

・
。
．
へ

＝
　
　
　
6

τ
二

7

一45一

県
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
　
　
　
　
優
　
秀
　
賞
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
ひ
さ

　
　
　
　
山
内
喜
久
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
町
2
　
6
歳
）

　
第
十
七
回
県
課
題
図
書
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
（
県
小
学
校
図
書
館
協
議

会
主
催
、
八
月
二
十
二
日
審
査
）
で
優

秀
賞
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
十
冊
の
課
題
図
書
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
人
を
優
秀
賞
に
選
ぶ
も
の
で
す
。
県

内
の
小
学
校
か
ら
合
わ
せ
て
五
千
八
百

九
十
四
編
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
喜
久
く
ん
が
読
ん
だ
本
は
『
が
ん
ば

れ
デ
メ
キ
ン
』
で
す
　
　
テ
ツ
ヤ
く
ん

が
か
わ
い
が
っ
て
い
た
デ
メ
キ
ン
が
、

上
級
生
の
い
た
ず
ら
で
片
目
に
な
り
ま

し
た
。
テ
ッ
ヤ
く
ん
は
勇
気
を
出
し
て

デ
メ
キ
ン
を
ぶ
た
な
い
よ
う
に
と
、
全

校
朝
会
で
話
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
み

ん
な
が
か
わ
い
が
る
と
い
う
物
語
で
す
。

　
五
月
、
喜
久
く
ん
た
ち
が
世
話
を
し

て
い
た
子
う
さ
ぎ
が
盗
ま
れ
、
親
う
さ

ぎ
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
悲
し
い
体
験
談

に
ふ
れ
、
テ
ツ
ヤ
く
ん
の
よ
う
に
勇
気

の
あ
る
子
に
な
ろ
う
と
、
四
百
字
詰
め

原
稿
用
紙
二
枚
に
し
っ
か
り
と
し
た
字

で
書
か
れ
た
感
想
文
で
す
。

　
「
マ
ン
ガ
が
好
き
だ
け
ど
読
書
も
大

好
き
だ
よ
。
大
き
く
な
っ
た
ら
お
父
さ

ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
写
真
屋

さ
ん
に
な
る
ん
だ
よ
」
と
、
元
気
で
心

優
し
い
十
日
町
小
学
校
一
年
生
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
垂
ど
こ
の
広
報
紙

　
　
　
　
　
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
を
見
て
も
九
月
に

　
　
　
　
　
ニ
リ

　
　
　
　
　
『
悶
　
　
な
る
と
、
　
「
敬
老

　
　
　
　
　
　
　
　
の
日
」
や
「
老
人

福
祉
週
間
（
九
月
十
五
日
～
二
十
一
日
）
」

に
ち
な
ん
だ
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま

す
。
い
つ
も
現
実
に
追
わ
れ
、
老
人
問

題
な
ど
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
少
な

く
と
も
こ
の
期
間
ぐ
ら
い
は
考
え
て
も

ら
い
た
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
「
三
好
園
」
の
二
十
四
時
間
の
取
材

に
行
っ
て
思
っ
た
こ
と
は
、
建
物
は
も

ち
ろ
ん
、
す
ば
ら
し
く
立
派
で
す
し
、

中
で
働
い
て
い
る
人
が
と
て
も
明
る
く

元
気
で
お
年
寄
り
に
接
し
て
い
る
姿
で

す
。
き
っ
と
、
自
ら
も
”
喜
び
や
張
り

合
い
”
を
求
め
た
い
姿
勢
が
あ
る
か
ら

で
し
ょ
う
ね
。
コ
ー
ラ
ス
の
美
し
い
響

き
に
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
宝
で
す
。

入
所
者
の
生
活
は
、
整
然
と
続
き
ま
す
。

夜
勤
・
早
出
・
遅
出
が
あ
り
変
則
で
す

が
、
い
つ
で
も
持
ち
前
の
チ
ー
ム
ワ
ー

で
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
⑳

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
‘
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

と砺ま妙自然

⑱赤トンボーアキアカネー

　「赤トンボ」というのは、体が

赤いトンボ類にあたえられた称号

で、一般には「○○アカネ」とい

う呼び方のトンボ類をさしていま

す。私たちの周りで目につく赤ト

ンボは、アキアカネ（写真）、マ

ユタテアカネなどです。アカネと

いう語尾にはなりませんが、ノシ

メトンボもこの仲間です。

　なんといっても赤トンボの代表

はアキアカネです。秋、群れにな

って空を飛ぶのも、長い棒に一列

に並ぶのも、ほとんどこのトンボ

です。
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